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刊行に当たって

　小学校学習指導要領の理科の教科の目標に示されている、「自然の事物・現象につい

ての実感を伴った理解を図る」ためには、観察・実験を中心とした授業を展開すること

が不可欠です。そのためには、授業を行う教員の指導力を高めることが重要となります。

　そこで、県教育委員会では、平成 24・25 年度に開催した「小学校教員のための観察・

実験基礎講座」を受講した教員を対象にアンケート調査を行い、日頃、理科の授業で苦

労したり困ったりした経験のある観察や実験を挙げてもらいました。そして、これらの

中から、教員が特に困難を感じているものを 34 例精選し、本冊子にまとめました。

　具体的には、教科書に準拠して指導する際に、観察・実験を成功させるコツや成功を

左右する重要な手順、安全面への配慮事項、定着を図るために留意すべき事項などを「指

導のポイント」として記載しております。また、教科書には記載されてはいないものの、

児童により深い思考を促す観察・実験の方法や考察の仕方などを「教科書にない観察・

実験のアイディア」として掲載しております。

　各校におきましては、本冊子を有効に活用していただき、児童が一層目を輝かせて理

科学習に取り組めるよう、充実した観察・実験が行われることを期待しております。

　最後に、本冊子の作成に当たって、２年間にわたり御尽力いただいた作成委員並びに

関係各位に、心からお礼申し上げます。

    　平成 26 年３月

    
    　　　　　　　　　　 　　　　　　青森県教育庁

                           　学校教育課長　成　田　昌　造 　
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３年　かげと太陽

一人一人に観察させ、太陽と影を関係付けて考察させましょう。

▼太陽や影の観察は楽しくできるが、個々の観察結果をうまくまとめることが難しい。
▼太陽や影の動きをまとめても、全員に定着させることが難しい。

【興味・関心をもたせ、技能を定着させてから観察させる】
　　１　毎日のように見ている太陽、影だからこそ、興味・関心をもたせる。
　    　　＜太陽・影に興味をもたせるための例＞
 　     ○影踏み遊びを行う。

　影踏み遊び自体が目的になってしまわないように、休み時間に経験させる。また、
午前と午後に行い、影のでき方の違いなどに気付くような問いかけを行う。
「影ができている方向は午前と午後で
　同じだったかな？」 → 影のできかたの違いに気付かせる問いか

け。
「影を踏みやすかったのはいつかな？」 → 影の長さの違いに気付かせる問いかけ。
「影を踏まれないようにするいために　
　は、どうしたらいいかな？」 → 太陽の位置と影ができる方向の関係に気

付かせる問いかけ。

　　２　観察のための技能をしっかり身に付けさせてから観察させる。
　　　○方位磁針の使い方を指導しておく。
　　　○温度計を使って地面の温度を測る方法を身に付けさせる。
　　　○遮光板はＪＩＳ規格のものを使い、長い間太陽を見つめさせないようにする。
　　　○ 建物の裏手で観察させる場合は、目が行き届かず、事故に巻き込まれることがあるので、

指導者が付き添う。
　　　○正確な方位磁針を使わせる。
　　　　・方位磁針は、永久磁石から離して保管する。
　　　　・方位磁針がくるってしまったら、補正しておく。

＜補正の仕方＞
　①強力磁石のどちらかの極を方位磁針の横からゆっ
　　くりと近づける。
　②そのまま、ケースの上をこするように方位磁針の
　　針の上を反対側の極までなぞるようにして離す。
  ※方位磁針の使い方は P20 を参照

【個人に観察させ、記録を集約する】
　　１　できるだけ１人で観察させる。
　　　（後述、「１　影を記録する方法」「２　太陽の位置と高さを調べる歩法」を参照）
　　２ 　１人１人が違う場所で観察した記録を１つに集約して、共通のきまりを導き出せるようにする。
　　　（後述、「３　個人の観察記録を集約して、考えさせる方法」を参照）

◇指導のポイント

〈強力磁石で補正は簡単〉 高さ約10°

高さ約０°

－ 2 －

　　１　影を記録する方法
　　　①記録用紙（Ｂ４版かＡ３版）の中央に東西南北を示すための２本の線を引く。
　　　②２本の線の両端に方位を書き込む。
　　　③１日中、日光が当たる場所に記録用紙を置く。方位磁針で方位を確かめる。

記録用紙は、風等で飛ばないように、写生板などに貼り付けておく。   
　　　④紙の中心に粘土を置き、　棒を立てる。

棒は、影が伸びても記録用紙の中に収まるような短いものにする。
　　　⑤午前・正午・午後の「棒の影」、「太陽が見える方向」、「観察時刻」を記録する。
　　　⑥影の動きと太陽の動きを矢印で結ぶ。

　　２　太陽の位置と高さを調べる方法
　　　①太陽の高さを調べる場所に印をつける。
　　　②毎回同じ場所で測定する。
　　　③太陽が見える方位を方位磁針で測定する。
　　　④ 目の高さに握りこぶしを置き、その高さを０°とし、
　　　　握りこぶし１つ分を約10°として高さを調べる。

　１枚の記録用紙に、太陽の位置や高さと、影の位置や長さが記録されていると太陽
と影の関係をとらえやすい。

　　３　個人の観察記録を集約して、考えさせる方法
　　　①教室に帰り、近くで観察した人同士グループを作る。
　　　②新しい１枚の記録用紙にそれぞれの結果を書き込ませる。

各自の記録の色を変える。
　　　③比較する観点を与え、考察させる。
　　　　・太陽の位置　　　　　　例：午前の太陽は東と南の間で、○°くらいの高さにある。
　　　　・影が伸びる方位と長さ　例：午前の太陽は北と西の間に○cmの長さで伸びた。

　全員の記録がぴったり一致することはないので、「だいたいの方位」「だいたいの長さ」
で考えさせる。
　 「共通しているところはどんなことか？」という観点で比べさせる。

☆教科書にない観察・実験のアイディア

〈記録用紙の例〉 〈観察結果の例〉

〈握りこぶしを使った太陽の高さ測定〉

高さ約10°

高さ約０°

－ 3 －

単元・題材名
単元名や題材名を
示しています。

観察・実験のねらい
ここに掲載している観察や実
験のねらいを示しています。

教科書にない観察・実験のアイディア
教科書に掲載されていないアイディ
アを示しています。

指導のアドバイス
　�観察・実験を成功させるコツ・
留意点等を示しています。

　�補足説明をしています。

教師の困り感
先生方の指導上の悩
みを示しています。

指導のポイント
教科書に準拠して指
導する際のコツを示
しています。


